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二
十
一
世
紀
の
方
向
が
見
え
て
き
た
。
二

つ
の
ベ
ク
ト
ル
だ
。
第
一
は
Ｉ
Ｔ
革
命
に
後

押
し
さ
れ
て
地
球
規
模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
展
し
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
有
効
活

用
が
図
ら
れ
、世
界
は
全
体
と
し
て「
繁
栄
」

へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
。
も
う
一
つ
は
「
不

安
定
化
」
で
あ
る
。
九
七
年
の
タ
イ
バ
ー
ツ

の
暴
落
は
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
中
南
米
、

ロ
シ
ア
に
伝
染
し
、
米
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
Ｌ

Ｔ
Ｃ
Ｍ
を
破
綻
さ
せ
た
。
世
界
の
緊
密
化
だ

け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
押
し
進
め
て

い
る
の
は
市
場
・
競
争
原
理
で
あ
る
。
優
勝

劣
敗
を
国
別
に
も
個
人
別
に
も
作
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
不
安
定
化
の
要
因
で
あ
り
、
二

十
世
紀
の
成
長
が
平
等
化
と
と
も
に
達
成

さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
二
十
一
世
紀
の

成
長
は
不
平
等
化
を
作
り
な
が
ら
高
め
ら

れ
て
い
く
。

　

二
十
世
紀
の
高
度
成
長
は
誠
に
目
覚
し

か
っ
た
。
特
に
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
五

年
〜
七
〇
年
の
二
十
五
年
間
で
、
世
界
の
Ｇ

Ｎ
Ｐ
は
三
倍
と
な
り
、
世
界
貿
易
は
四
倍
以

上
に
拡
大
し
た
。
こ
の
急
成
長
が
も
た
ら
す

不
均
衡
に
対
す
る
危
機
感
が
、
世
界
の
有
力

政
治
家
や
学
者
等
が
集
ま
っ
て
「
ロ
ー
マ
ク

ラ
ブ
宣
言
」（
七
二
年
）
を
採
択
せ
し
め
た
。

「
こ
の
ま
ま
高
度
成
長
が
続
く
と
、
食
料
や

資
源
が
枯
渇
し
、
破
綻
的
混
乱
が
生
ず
る
」

と
警
告
し
た
。
そ
し
て
翌
七
三
年
石
油

シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
。　

　

し
か
し
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
予
言
は
当
た

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
十
年
後
の
二

十
世
紀
末
に
は
、
七
二
年
の
世
界
人
口
三
十

八
億
人
か
ら
六
〇
％
も
増
加
し
、
六
十
一
億

人
と
な
っ
て
新
し
い
世
紀
を
迎
え
た
。
そ
し

て
石
油
等
の
資
源
は
、
技
術
の
進
歩
に
よ
る

新
埋
蔵
量
の
発
見
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

開
発
に
よ
っ
て
七
〇
年
代
よ
り
も
明
る
い

見
通
し
が
立
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

二
十
一
世
紀
の
成
長
と
繁
栄
が
二
十
世

紀
の
そ
れ
と
非
常
に
異
な
る
の
は
成
長
と

平
等
の
関
係
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
成
長
は

所
得
の
平
等
化
と
共
に
達
成
さ
れ
た
。
高
度

成
長
を
達
成
し
た
先
進
工
業
国
は
完
全
雇

用
政
策
を
最
優
先
課
題
に
掲
げ
て 
邁
進 
し

ま
い
し
ん

た
。
成
長
と
平
等
化
を
狙
っ
た
社
会
主
義
国

家
も
同
様
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
激
し
い
対

立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
面

で
は
大
き
な
相
違
は
な
か
っ
た
。

　

社
会
主
義
国
家
は
権
力
中
枢
の
情
報
独

占
・
管
理
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、

国
境
を
超
え
た
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な

発
展
に
よ
っ
て
維
持
不
能
と
な
り
崩
壊
し

た
。
一
方
、
資
本
主
義
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対

立
か
ら
福
祉
国
家
政
策
を
強
化
し
、
成
長
と

平
等
を
実
現
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
た
情
報

通
信
技
術
の
七
〇
年
代
か
ら
の
急
発
展
に

よ
っ
て
、
経
済
が
国
境
の
壁
を
容
易
に
超
え

る
よ
う
に
な
っ
て
「
一
国
資
本
主
義
体
制
」

を
維
持
出
来
な
く
な
り
、
福
祉
国
家
体
制
は

破
綻
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
型
成
長
の
典
型
は
中
国
で

あ
る
。
日
本
が
低
迷
し
た
九
〇
年
代
以
降
の

十
数
年
間
で
経
済
規
模
は
三
倍
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
間
所
得
は
不
平
等
化
し
、
沿
海

部
と
農
村
地
区
の
所
得
格
差
は
驚
異
的
に

拡
大
し
た
。
イ
ン
ド
で
も
情
報
通
信
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
開
発
の
大
発
展
等
で
マ
ク
ロ
経
済

は
高
度
成
長
を
実
現
し
、
中
国
と
並
ん
で
二

十
一
世
紀
の
経
済
大
国
へ
の
道
を
突
き
進

ん
で
い
る
が
、
十
億
人
の
人
口
の
う
ち
三
億

人
以
上
が
一
日
一 
㌦ 
以
下
の
貧
困
に 
喘 
い

あ
え

で
い
る
。

　

こ
の
傾
向
は
二
十
一
世
紀
の
潮
流
と
し

て
続
い
て
い
く
が
、
そ
の
中
身
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
く
。
ソ
連
の
崩
壊
で
冷
戦
が

 
終
焉 
し
、
ア
メ
リ
カ
が
唯
一
の
超
大
国
と

し
ゅ
う
え
ん

な
っ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展

し
、
世
界
中
に
市
場
原
理
が
拡
大
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
利
益
と
な
り
、
そ

の
影
響
力
が
一
層
強
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の

ア
メ
リ
カ
は
国
家
の
枠
を
超
え
世
界
主
義

的
に
な
っ
た
た
め
、「
ア
メ
リ
カ
と
は
何
か
」

と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
に
陥
っ

て
い
る
。
そ
し
て
躍
進
し
つ
つ
あ
る
中
国
、

イ
ン
ド
等
の
ア
ジ
ア
経
済
規
模
が
二
十
年

後
に
は
世
界
最
大
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

日
本
は
こ
う
し
た
変
化
に
ど
う
対
処
す
る

の
か
「
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
な
い
。
日
本
最

大
の
危
機
は
こ
こ
に
あ
る
。
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